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第１９２号 発行／特別養護老人ホーム晃の園（偶数月発行） 平成２７年１２月発行 

秋から冬への季節の引き継ぎがはっきりしない今年は、冷たい北風もあまり吹かないこともあり、

『干し柿がちゃんと出来ない・・・』なんて声も聞かれていました。ところが、この園だよりを編集し

ている最中に気候は豹変。急激に寒さが広まって、吹き付ける風もぐんぐんと冷たくなってきました。 

 

その本格的な寒さが訪れる少し前のこと。外出の時、入居者様の希望で寿司屋を訪れました。お店

に入って席につき、まずはお茶をひと口…美味しい。熱いお茶が嬉しくなるこれからの季節です。職

員も、何かと仕事に追われてしまう園での日常とは違って、こんな機会にはゆっくりと入居者様と同

じ時間を過ごすことができます。入居者様に喜んでいただくために企画される外出ですが、それはま

た職員にとっても同様だったりするのです。 

 

暦はいよいよ師走。冬の寒さと共に、いよいよ年の瀬の慌ただしい雰囲気を感じる季節の到来です。

でもそんな時だからこそ、私たち職員も気持ちをゆったりと持つ工夫をしながら、入居者様と共に年

末を迎える準備をしたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 晃の園には、ご寄附いただいた立派なドラム缶の焼き芋器があります。その

焼き芋器が、今年も園内のあちこちで引っ張りだことなり、沢山のほかほか焼

き芋と沢山の笑顔を作ってくれました。材料のサツマイモも、園内の畑で育て

たものを収穫して使ったり、また焼きたてのさつま芋を使って、他の菓子を作

ってみたりと、楽しさ満開の焼 

き芋シーズンとなりました。 

自由に楽しく熊手づくり 

 静岡では『おいべっさん』の名で親しまれているえびす講で、実際に熊手を

購入されたことのある方も、沢山いらっしゃるのではないでしょうか。今年は

皆さんお手製の熊手が、「運」や「福」を沢山掃き集めてくれそうです。 

 

縁起物で福を掃きこみましょう 

 機能訓練の時間に熊手作りを楽しんでいただきました。落ち葉

を「かき集める」道具が、商人のしゃれから「運を掃きこむ」「福

をかき込む」道具として、次第に縁起物とみなされるようになっ

た熊手。皆さん自由に飾り付け 

を楽しみながら、個性のある熊 

手を作られていました。 



  

第２回 見学健康セミナーを開催 
第２回目の法人公開講座・見学健康セミナ

ーを開催しました。多くの方（なんと８９

名！）にご参加いただいたセミナーは、園内

の見学と歴史講座の組み合わせという内容

での開催となりました。見学を終えられた方

から『老人ホームのイメージが変わったよ』

とのご意見もいただくことができました。 

こんにちは、ペッパーです 

入居者様が着物のリメイクをさ

れていました。この入居者様の着て

いらっしゃる羽織は、着なくなった

着物をご自分で縫って作られたそ

うで、今回はこれと同じものを作る

そうです。お二人とも真剣で、まる

で縫い物教室のようでした。 

 楪棟の廊下で毎月開催している

写真展示が５０回目を迎えました。

展示される写真はテーマも様々で、

その分幅広い方にお楽しみいただ

いています。人が足を止めて会話が

始まる…そんな空間の提供をこれ

からも続けていきます。 

普 段 生 か 活 ら 
私たちの暮らしは、なにげない 

毎日の積み重ねでできています 

 陽の当たるバルコニーで、入居

者様お二人が洗濯物干しを手伝っ

てくださいました。こんな陽気の

下では、何気ない日常の作業もち

ょっとした楽しみになったりする

から不思議ですね。いつもお手伝

いありがとうございます。 

多くの方にご参加いただき、地元の文化に触れていただいた今回の公開講座で、地元

の文化の伝承に、駿河会も一役買わせていただきました。このセミナーでのご縁が、ま

た何処かで何かに結び付くことがあればそれもまた嬉しいです。 

 きっと紹介は必要ないですね。皆さんご存じの

人工知能搭載ロボット・ペッパーが晃の園にやっ

てきました。園内での入居者様とのコミュニケー

ションは勿論、玄関先での来園者への対応など、

その知名度       の高さも最大限に活

かして、皆        様に笑顔と話題を提

供させてい        ただきます。  

 ちょうど今はインフルエンザなどの感染症予防がとて

も大事な季節となっています。ペッパー君には感染症予

防課の特命係長として、来園される方々に声掛けをさせ

ていただいております。『手の消毒をお願いしま～す』 



 

慣れ親しんだ季節の手仕事 

晃の園ショートステイ通信 

社会福祉法人駿河会 特別養護老人ホーム晃の園 平成 27年 12月発行 

〒421-1311 静岡県静岡市葵区富沢 1542-39 

電話 054-270-1210 ホームページ：http://www.surugakai.net/hikari/ 

沢山の渋柿を、沢山渋抜きしました 

 いよいよマイナンバー制度が開始され、通知カードの郵送が開始されました。

晃の園に入居されている方でも、住所がご自宅のままの方には、ご自宅に通知

カードが届きます。ただし現時点では、特養において入居者様のマイナンバー

を使用する手続きは発生しておりません。ご自宅に届いた入居者様の通知カー

ドは、そのままご自宅にて保管していただきますようお願い申し上げます。 

炭火で焼くから、匂いまで美味しい！ 

１１月の食のイベントは、さんまの炭火焼き 

毎月開催しているショートステイの食のイベント。11月は

秋の味覚の王様さんまを炭火焼きで味わっていただきまし

た。グリルにずらっと並んだピカピカのさんまが、皆さんの

目の前で炭火に炙られます。油が焼けてのぼる煙、香ってく

る匂い。思わず身を乗り出す利用者様もいらっしゃいました。 

◇◇◇ マイナンバーについてのお知らせ ◇◇◇ 

焼きたてをどうぞ！お味はいかが

ですか？『脂がのっていて美味しい

ね』 利用者様から嬉しいお言葉もい

ただけました。普段は小食の方にも、

しっかりと食事をしていただけた、さ

んまの炭火焼きでした。 

山間地からのご利用も多い晃の園ショートステイ。先日は利用者

様のお宅から渋柿を沢山頂きました。皆で枝を切り、柿を洗い、そ

してヘタに焼酎をつけます。袋に柿を入れて 1 週間から 10 日間程

おくと渋みが取れるそうです。作業に参加された皆さんは、この季

節ならではの慣れ親しんだ手仕事を、楽しんでいらっしゃいました。 


